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技術開発の背景と概要

近年、畜産経営では規模拡大が進められています。飼養頭数の増加

に伴い、家畜管理作業の負担も増加するため、飼料生産を外部組織へ

委託する方式が広がりつつあります。飼料生産・収穫調製等の作業を

受託する組織は飼料生産組織と呼ばれており、複数の経営体の圃場を

集積し、大規模に飼料生産に取り組むものです。飼料生産組織では個

別の経営体に比べ、設備投資も容易であり、効率的に作業を行うこと

ができます。地域の農地の担い手として活動する事例も見られ、今後

の増加が期待されています。

その一方で、作付面積の増加に伴い、前作の収穫作業と後作の播種

作業との間に作業競合が生じやすくなっています。例えば天候不順や

作業上のトラブルなどで冬作の収穫が遅れた場合、夏作の播種を播種

適期内に終えることが難しくなり、夏作の収量や年間の作業計画に影

響が出ることがあります。そこで、収穫後、播種までの作業を大幅に

省力化できる技術として、飼料作物のスーダングラスを対象に、不耕

起栽培技術の開発に取り組みました。

スーダングラスとは

スーダングラスはソルガムの一種で、夏季に栽培される飼料作物で

す。茎が細く、ロールベール体系で収穫でき、繁殖牛や乳牛などの飼

料として広く利用されています。

不耕起栽培とは

不耕起栽培は圃場を耕起せずに播種する技術です。播種作業を大幅

に省力化できます。大規模に作付けする場合や、播種作業を効率化し

たい場合などに特に利用して頂きたい技術です。
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本マニュアルの概要

本マニュアルではスーダングラスの不耕起栽培技術の導入にあたり、

課題となる以下の技術的なポイントを紹介します。

①慣行の耕起栽培と比較し、不耕起栽培の収量はどの程度になるか

②どのような不耕起播種機を利用すればよいか

③不耕起栽培での雑草対策をどうすればよいか

④実際の播種作業はどのような手順で行うか

⑤播種作業の省力効果について

⑥不耕起播種機導入に係る費用について

⑦不耕起栽培に適さない条件について

また、最後のページには技術内容の問い合わせ先を記載しています。

技術の対象と適用範囲

スーダングラスの不耕起栽培技術の適用地域は暖地から温暖地です。

二毛作が可能な地域を対象にしています。不耕起栽培の実施にあたっ

ては不耕起播種機が必要です。不耕起播種機の導入には一定のコスト

が必要なことから、技術の対象は大規模に作付を行う飼料生産組織な

どの経営体を想定しています。
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ポイント１：慣行栽培と不耕起栽培の収量の比較

当センターの試験圃場（熊本県）と鹿児島県の生産者圃場で、不耕

起栽培と慣行の耕起栽培の乾物収量を比較しました。その結果、不耕

起栽培では慣行栽培より収量が下がることはなく、特に生産者圃場で

は明らかに不耕起栽培の方が多収となりました。スーダングラスは不

耕起栽培への適性が高い作物と言えます。

不耕起栽培では慣行栽培より収量が下がることはなく、生産者圃
場では不耕起栽培の方が明らかに多収となりました
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 2015年から2年間、乾物収量を比較しました。当センターの試験圃

場で行った試験では、慣行栽培と比べ、不耕起栽培の収量が下がるこ

とはありませんでした。生産者圃場では慣行栽培よりも不耕起栽培の

方が明らかに多収となりました。生産者圃場で多収になった理由とし

て、不耕起栽培では圃場を耕起する必要がなかったことから、慣行栽

培よりも早期に播種できたため、十分に生育期間を確保できたことが

あげられます。    （参考文献 日本草地学会誌64：91-98）

生産者圃場(2015)試験圃場(2016)試験圃場(2015)

図1. 不耕起栽培と慣行栽培のスーダングラス乾物収量

有意差なし

5％水準で
有意な差あり
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播種日：慣行・不耕起とも6/15
収穫日：慣行・不耕起とも8/13

播種日：慣行・不耕起とも6/8
収穫日：慣行・不耕起とも1番
草8/8、2番草9/13

播種日：慣行7/30、不耕起7/7
収穫日：慣行9/18、不耕起9/1

有意差なし



スーダングラスの不耕起播種には麦類や牧草等を条播する不耕起播

種機を用います。一般的なスーダングラスの播種量は6～8kg/10aです

ので、この播種量に対応できる不耕起播種機を利用します。また、施

肥ユニットのある不耕起播種機の方が、播種と同時に施肥できるため、

省力効果は高くなります。また、条間の狭い不耕起播種機の方が雑草

を抑制しやすく、収量も高まりやすくなります。不耕起播種機の条間

は30cm以下、できれば20cm以下に設定できるものを利用しましょう。

ポイント２：どのような不耕起播種機を利用するか

技術開発で使用した不耕起播種機は、条間19cm、作業幅約1.7m、

施肥ユニット付のものです。麦類や牧草等の播種にも利用できます。

播種にあたってはコールタが溝を切り、その溝をV字ディスクが種

子を落としながら通過し、鎮圧輪で鎮圧して行きます。播種速度は

圃場の大きさや土壌の状況により変わりますが、時速5～8km程度

になります。

試験に使用した不耕起播種機

施肥ユニット

コールタ

種子ホッパ

鎮圧輪 V字ディスク
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慣行の条播栽培で条間と収量、雑草量の関係を調べました。本試

験では播種量を6kg/10aに固定し、条間を75cm、30cm、17cmと変

えました。またスーダングラスの成長は気温に影響されるため、比

較的気温の低い5月と、気温の高い7月に播種し、比較しました。

5月播種では条間が狭いほど収量が高く、雑草の量も少なくなりま

した。これは気温の低い時期はスーダングラスの成長が遅く、条間

が狭い方が、日射を有効に利用できることや、雑草を抑制しやすく

なるためです。一方、7月播種ではどの条間でも雑草量は少なくなっ

ています。また条間が狭い方が、スーダングラスの収量は高い傾向

にありますが、5月播種ほどの差はありません。7月播種の場合には

気温が高く、スーダングラスの成長が早いため、条間による差が出

にくいことが原因です。

本試験は慣行の耕起栽培のデータですが、不耕起栽培でも条間を

狭くできない場合には、播種適期の範囲内で気温の高い時期に播種

しましょう。 （参考文献 日本暖地畜産学会報60：3-8）

条間を20cm以下にできる不耕起播種機が望ましい
（慣行の条播栽培の試験データから）

884

625

482

3 36
92

0

200

400

600

800

1000

17cm 30cm 75cm

スーダン 雑草
971 925

814

0 0 12
0

300

600

900

1200

17cm 30cm 75cm

スーダン 雑草

5月播種（播種日：5/29） 7月播種（播種日：7/14）

乾
物

収
量

(k
g/

1
0
a)

乾
物

収
量

(k
g/

1
0
a)

図2. ５月播種と７月播種におけるスーダングラスと雑草の乾物収
量に及ぼす条間の影響

条間 条間
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慣行栽培では耕起・整地作業により雑草が無くなるため、播種後に

発生する雑草（後発雑草）を防除します。一方、不耕起栽培では播種

時に既に発生している雑草（既発生の雑草）と、後発雑草の両方を防

除する必要があります。

対策として、既発生の雑草には播種前にソルガムに登録のある非選

択性除草剤（グリホサートカリウム塩剤等）を散布し、防除した後に

播種します。後発雑草は前ページに示したように、条間を狭くするこ

とで抑制しやすくなります。なお、不耕起栽培に限った話ではありま

せんが、前作で雑草が多かった圃場や、播きムラなどでスーダングラ

スの出芽数が少ない場合などでは、雑草が繁茂することがあります。

その様な場合には、生育期に散布できる除草剤（ベンタゾン液剤）を

利用して下さい。

ポイント３：雑草管理 ～慣行栽培と不耕起栽培の違い～

左は播種前に除草剤を使用した圃場、右は使用しなかった圃場です。

除草剤を使用しなかった圃場ではスーダングラスの条間に雑草が見え

ますが、左の写真では雑草はほとんど見えません。

除草剤あり 除草剤なし

播種前の除草剤散布効果
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雑草が多い場合には生育期に散布できる除草剤も使用して下さい

前作で雑草が多かった圃場や、播きムラや出芽不良などにより裸地

が見える場合には、上記の対策をとっても雑草が繁茂することがあり

ます。雑草は飼料価値に影響するため、スーダングラスの前作で雑草

をしっかり管理することも、不耕起栽培を成功させるポイントの一つ

です。雑草が目立つ場合には生育期に散布できる除草剤（ベンタゾン

液剤）を利用し、防除して下さい。

不耕起播種前の除草剤散布により雑草を抑制します

不耕起播種前に除草剤（グリホサートカリウム塩剤）を散布した

場合と散布しなかった場合の乾物収量や雑草量を比較しました（条

間は19cmに設定）。除草剤を散布しない場合、試験圃場と生産者圃

場の双方で収穫時に雑草が多く残りました。雑草は収量だけでなく、

飼料品質にも影響するため、播種前に除草剤を利用し防除して下さ

い。

（参考文献 日本草地学会誌64：91-98）

図3. 除草剤処理がスーダングラスと雑草の乾物収量に与える影響
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ポイント４：具体的な不耕起播種作業の手順

不耕起播種作業の手順は以下のとおりです。

１）播種前の除草剤処理

播種時に発生している雑草や、前作の再生草などはスーダングラス

の生育に悪影響を与えるため、ソルガムに登録のある非選択性除草剤

を播種の数日前から直前に散布し、防除します。

２）播種量、播種深さおよび施肥量の設定

播種量と施肥量は一般的なスーダングラスの栽培に準じます。通常、

播種量は6～8kg/10a程度です。播種深さは3～5cm程度に設定します。

施肥量は地域の施肥基準に従い設定します。

３）播種作業の実施

播種作業を行います。播種量や施肥量が設定どおりとなっているか、

播種深さが適切か等を時々確認しながら、作業を進めます。

①播種前の除草剤散布 ②播種量や施肥量等の設定

③播種・施肥作業の実施

不耕起播種作業の留意点

不耕起播種ではマーカーが無

く、すでに播種した場所と、こ

れから播種する場所の境目が見

えにくいことがあります。播種

ムラが出ないよう、注意しま

しょう。
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ポイント５：不耕起栽培の導入による省力効果

9

不耕起播種では播種作業時間を6割削減できます。1日あたりの播種

作業時間を7時間、作業人員を1名とすると、慣行播種では0.86ha/日

程度ですが、不耕起播種では除草剤散布作業の時間を含めても1.94ha/

日の作業が可能です。効率よく播種作業を終えられるため、播種適期

を逃しにくくなります。本技術を導入した飼料生産組織の事例では播

種適期内に播種を終えられるようになり、これまで不安定であった

スーダングラスの２番草の収量が安定し、生産性が向上しました。
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飼料生産組織において、不耕起播種と慣行の散播栽培の播種作業

時間を比較しました。慣行の播種作業は堆肥散布、耕耘、施肥、播

種、覆土、鎮圧作業の6工程、不耕起播種作業は除草剤散布、不耕起

施肥播種の2工程です。作業時間の短縮だけでなく、播種作業に関わ

る軽油消費量も慣行播種の9.2L/10aに対し、不耕起播種では

2.4L/10aと4分の1に節減できると試算されました。
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ポイント６：不耕起栽培の導入費用

不耕起栽培では不耕起播種機の償却費と播種時の除草剤散布に関わ

る費用が発生します。その一方で、労働費と燃料費が節減できます。

そこで、追加コストと節減できるコストを差し引き、年間の播種面積

あたりの不耕起播種機の費用負担を計算しました。例として、不耕起

栽培の導入費用を1000円/10a以下に抑えるには播種面積は33ha必要に

なります。他の作物の播種にも不耕起播種機を利用し、播種面積を確

保することが費用負担を軽減するポイントになります。この他、作業

効率が改善された結果、前ページの飼料生産組織のように生産性が向

上する例もあります。作業効率の改善により、費用負担を上回る収益

が得られる場合には積極的に利用して頂きたい技術です。

図5．播種面積あたりの不耕起播種機の導入費用

播種面積と不耕起播種機の導入費用の関係
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不耕起栽培の導入により増加するコストとして不耕起播種機の償

却費（438,571円/年（償却期間7年））、播種前の除草剤代（877円

/10a）があります。低下するコストとして労働費（675円/10a（時

給1500円で試算））、燃料費（544円/10a（80円/Lで試算））があ

ります。コスト低減には播種面積の確保と生産性の向上が重要にな

ります。



ポイント７：不耕起栽培に適さない条件について

種子を確実に土中に播種できない場合や、播種作業に支障がある場

合には、無理に不耕起栽培を導入せず、圃場を耕起、整地する慣行の

播種方法で播種して下さい（4ページで紹介した不耕起播種機は圃場を

耕起・整地した場合でも播種作業に利用できます）。不耕起播種が適

さない具体的な事例として以下のものがあげられます。
１）土壌が乾燥し過度に硬度が高いとき、また、過湿状況にあるとき

大型機械で何度も出入りしたような場所や過度に乾燥した条件では

土壌が硬くなり、不耕起播種機のコールタがささらず、播種深さを確

保できない場合があります。また、土壌が過湿な場合にはV字ディスク

等に土壌が付着し、種子の落下を妨げたり、覆土を困難にします。適

切な播種深さを確保できない場合には、出芽数が減少し、雑草の増加

や収量の低下を招きます。

２）前作の残渣や雑草が多いとき

残渣や雑草等が多い場合には不耕起播種機に絡まり、作業性が悪化

します（次ページ写真）。また、残渣等がコールタに絡まり土壌を押

しのけることがあり、種子が覆土されず、出芽数が減少します。ただ

し、フレールモアなどで細断すれば、播種作業ができる場合もありま

す。また、雑草が特に多い場合には播種前の除草剤だけでなく、生育

期に散布できる除草剤も使用して下さい。

３）圃場内に段差があるとき

圃場内に高低差がある場合、不耕起播種機の片側が浮いてしまい、

覆土が不十分になります。十分に覆土されない場合には出芽数が少な

くなります。

以上の様な条件では、不耕起栽培の実施が困難な場合があります。

圃場の状況を見極め、不耕起栽培と慣行の耕起栽培とをうまく使い分

けて下さい。

11



不耕起栽培が適さない事例

①雨の後、圃場が乾燥する前に播種作業を行った事例。V字ディスクや

鎮圧輪に土壌が付着し、種子の落下や覆土を妨げます。

②雑草の多い圃場での播種事例。コールタに雑草が絡みつき、何度も

雑草を外す作業が必要になったり、覆土の妨げになったりします。

③圃場に段差がある事例。写真はトラクタのわだちの跡ですが、不耕

起播種機の片側が浮いてしまうと、種子が覆土されずに播かれてしま

い、出芽しにくくなります。

このように種子を土中に播種できない場合や、覆土がうまく行えな

い場合には、無理に不耕起栽培を行わず、①の場合では土壌が乾くの

を待ったり、②、③の場合では慣行の播種作業を行って下さい。

①土壌が過湿な場合 ②雑草が多い場合

③圃場に段差がある場合
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